










  中村政則著『日本近代と民衆：個別史と全体史』（校倉書房、1984 年）『日本史研究』















 「資本主義確立期の都市下層社会と部落：神戸「新川」を中心に」〔含 討議〕（第 25 回
部落問題研究者全国集会報告：日本の民主主義と部落問題研究の課題；歴史 2 分科会）
『部落問題研究』第 95 号、8 月 











  藤野豊・徳永高志・黒川みどり著『米騒動と被差別部落』（雄山閣出版、1988 年）『歴






















355 号、3 月 
「1991 年度近現代部落史研究の成果と課題」（1991 年部落問題研究の成果と課題〈特集〉）
『部落問題研究』第 119 号、10 月 
 「明治期都市職人組織の再編と社会秩序：兵庫・神戸の浜仲仕業を中心として」『人民の
歴史学』第 112 号、6 月 
【その他】 
「世帯の確立と社会調査」（近代日本における社会調査の成立〈特集〉）『部落問題研究』













角から<シンポジウム>)『部落問題研究』第 121 号、1 月 
 「都市文化の拡大・浸透と水平運動の底流：都市部落改善事業を中心として」［含 討議］
（第 30 回部落問題研究者全国集会報告：日本の民主主義と部落問題研究の課題〈特











『人民の歴史学』第 121 号、10 月 
「「貧民」の数：明治期における「貧民」認識の意味」（数量・統計を考える〈特集〉）『日




「近代部落史研究の成果と課題(1995 年)」(特集 1995 年部落問題研究の成果と課題)『部























と環境』 培風館、2 月 
「都市社会史から見た国民国家の形成」（1998 年度日本史研究会大会特集号：統一テーマ 
戦後歴史学の総括；「国民国家論」とその批判)『日本史研究』第 440 号、4 月 
「近代の社会的差別：賀川豊彦と「新川」 改善事業の展開」『月刊部落問題』第 271～277







研究』第 150 号、3 月 
「近代の社会的差別：友愛会の歴史的意義と社会事業」『月刊部落問題』第 279～311 号、
2000 年 3 月～2002 年 11 月 
【書 評】 
徳永高志著『芝居小屋の 20 世紀』（雄山閣出版、1999 年）『歴史評論』第 599 号、3 月 
住友陽文・河原林直人・布川弘他「近現代史部会 書評 小路田泰直『日本史の思想：ア
ジア主義と日本主義の相克』/濱下史学と近代日本/書評 浜下武志著『香港：アジアの
ネットワーク都市』/国際聯盟参加と日本外交の新局面」『日本史研究』第 457 号、9 月 
【その他】 
「港湾労働者から見た兵庫と神戸の近代」（特集 変わる近世近代都市・兵庫の歴史像）






「宮島の遊廓」『日本研究 特集号』第 1 号、3 月 
「大正期の地域社会における教育と天皇制：大崎下島を事例に」（シンポジウム 国民国
家形成と教育・イデオロギー）『史学研究』第 232 号、6 月 
【その他】 
 「近代日本社会史研究と瀬戸内海」（〔地方史研究協議会 2001 年度(第 52 回)〕大会特集 




 「近代日本における首都の役割と特質」（2001 年度日本史研究大会特集号 全体会シンポ
ジウム テーマ 首都論の創造）『日本史研究』第 476 号、4 月  
【書 評】 




近現代資料刊行会編『神戸市社会調査報告書：含・兵庫県』全 51 巻 (大正 7 年-昭和 18




「清野県政と社会問題」『兵庫県のしおり』第 5 号、3 月 
【書 評】 
  坂口満宏著『日本人アメリカ移民史』（不二出版、2001 年）『新しい歴史学のために』
第 249 号、4 月 
【その他】 
「近代の社会的差別(62)1920 年代の都市社会と大正 10 年争議(1)」『月刊人権問題』第
319 号、7 月 
 「近代の社会的差別(63)近代日本の都市社会(2)」『月刊人権問題』第 320 号、8 月 













年）『ヒストリア』第 188 号、1 月 
  秋田茂・籠谷直人編『1930 年代のアジア国際秩序』（渓水社、2001 年）『史学研究』第
246 号、9 月 
  大西比呂志・梅田定宏著『「大東京」空間の政治史：1920～30 年代』（日本経済評論社、




「都市化と都市問題の成立」歴史学研究会・日本史研究会編『日本史講座 第 8 巻近
代の成立』東京大学出版会、2 月 
【書 評】 
  小林丈広編著『都市下層の社会史』（部落解放人権研究所、2003 年）『日本史研究』第
509 号、1 月  
【その他】 
「近代の社会的差別(65)連載を終わるにあたって」『月刊人権問題』第 338 号、2 月 
「「九条の会」京都講演会に参加して」(時事刻刻 憲法問題と歴史研究)『新しい歴史学の










 「社会的結合関係・部落・自然環境：都市史研究の立場から」(第 44 回部落問題研究者全
国集会報告；歴史 2 分科会 社会運動史研究の課題と方法)『部落問題研究』第 181 号、
6 月 
【書 評】 











福山市史編さん委員会編『福山市史』全 8 巻、福山市（2010 年 3 月～2017 年 3 月) 
【論 文】 
 「ネットワーク論の可能性：ネグリ、ハート『マルチチュード』に学ぶ」(特集 グローバ
ル化する世界と歴史学の課題)『新しい歴史学のために』第 276 号、5 月 
【書 評】 
  三輪泰史著『日本労働運動史序説：紡績労働者の人間関係と社会意識』（校倉書房、2009









「藤田テーゼについて : 歴史学の立場から」『関東都市学会年報』 第 13 号、10 月  
【書 評】 





  片岡優子著『原胤昭の研究：生涯と事業』（関西学院大学出版社、2011 年）『日本歴
史』第 766 号、3 月 
【その他】 
「生活再建の場としてのヒロシマ・ナガサキと「公」の問題」(特集を読んで[2012 年 8 月




『連合総研レポート』第 276 号、11 月 
2013 年 
【論 文】  
「広島における「平和」理念の形成と「平和利用」の是認」加藤哲郎・井川充雄 編『原
子力と冷戦 : 日本とアジアの原発導入』花伝社、3 月 
 
2014 年 










  藤野豊著『戦後日本の人身売買』（大月書店、2012 年）『日本歴史』第 790 号、3 月 
【その他】 
   「初代の呉海軍病院長 豊住秀堅」河西英通編『軍港都市史研究Ⅲ：呉編』清文堂出版、
4 月 




   「大正政治史の再検討：立憲制を中心に <コメント>」(合評会 曽田三郎著『中華民国
の誕生と大正初期の日本人』思文閣出版、2013 年、広島中国近代史研究会第 158 回































被爆 70 年史編修研究会編『広島市被爆 70 年志：あの日までそして、あの日から：1945
年 8 月 6 日』広島市、7 月 
【書 評】 
  町田裕一著『近代都市の下層社会：東京の職業紹介所をめぐる人々』（法政大学出版局、





人義倉   ＊平下義記との共同編集 
 
※ この他、彦根市史編集委員会編『新修彦根市史』全 12 巻、彦根市(2001 年 3 月～2015
年 1 月)などの編集にも従事した。  
